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　採血基準は、献血者等の健康を保護するために定めら
れるものであり、血液法の施行規則で規定されています。
　具体的には、献血の種類（2ページ参照）ごとに、年
齢、体重、最高血圧、ヘモグロビン濃度（血色素量）、
年間総採血量、採血間隔等の要件が定められています（表
3－1）。
　妊娠中の方や、採血により悪化するおそれのある疾患
を抱えている方から採血することはできません。
　これまで献血対象者を拡大するため、献血可能年齢等
について、随時見直しがなされており、平成 23年 4
月には、400mL全血献血の下限年齢の引き下げ、血小
板成分採血の上限年齢の引き上げ等の改定がなされまし
た。
　また、問診では、この採血基準に適合しているかを確
認するため、循環器系の疾患等の既往歴についてお尋ね
するほか、血液製剤の安全性の向上のため、血液を介し
て感染するおそれのある疾患の既往歴をお尋ねしていま
す。
　実際の問診票は採血事業者が作成していますが、旧厚
生省の血液問題検討会安全性専門委員会で取りまとめら
れた「輸血用血液製剤の安全性に関する報告書（平成7
年6月）」を基に作成され、以後、適宜改定が加えられ
ています。現在、平成23年 4月 1日に改定された問

診項目が使用されています。
　輸血用血液製剤の安全性を確保するため、献血希望者
の海外渡航歴や海外滞在歴を問診で確認しています。平
成15年 6月から、異常プリオンタンパク感染症（変
異型クロイツフェルト・ヤコブ病等）対策として、欧州
全域に昭和55年以降長期滞在した方からの採血を制限
し、平成17年 6月からは、英国に滞在した方につい
ての措置の強化等を行っています（48ページ参照）。
　また、平成16年 8月から、米国等で流行している
ウエストナイル熱を含む輸入感染症対策として、海外か
ら帰国後4週間を経過していない方からの採血を制限
しています。さらに、過去に輸血や臓器移植を受けた方
に加え、平成18年 10月からは、ヒト胎盤エキス（プ
ラセンタ）注射剤を使用している方からの採血も制限し
ています。
　問診の項目と、項目ごとの意義については、65ペー
ジからの解説をご覧下さい。
　さらに、問診票に基づく問診に加え、平成24年 10
月より、シャーガス病に感染した方からの輸血感染を防
止することを目的として、①中南米出身、②母が中南米
出身、③中南米に4週間以上の滞在歴について問診し、
該当する献血者の血液は安全とされる血漿

しょう

分画製剤の原
料にのみ使用するという安全対策をとっています。平成
28年 8月からは、安全性の確認された献血血液につい
ては、血漿

しょう

分画製剤の原料血液に加え、輸血用血液製剤
の原料血液としても使用しています。詳しくは、輸血用
血液製剤の感染症報告（44ページ）を参照下さい。

採血基準・問診

表3−1　採血基準 ※1

献血の種類

項目

全血献血 成分献血

２００ｍｌ献血 ４００ｍｌ献血 血漿成分献血 血小板成分献血

１回採血量 ２００ｍｌ ４００ｍｌ 600ml 以下（体重別）

年齢 ※２
１６歳～６９歳

※２
男性１７歳～６９歳
女性１８歳～６９歳

※２
１８歳～６９歳

※２
男性１８歳～６９歳
女性１８歳～５４歳

体重 男性４５ｋｇ以上
女性４０ｋｇ以上

男女とも
５０ｋｇ以上

男性４５ｋｇ以上
女性４０ｋｇ以上

最高血圧 ９０ｍｍＨｇ以上

血色素量
（ヘモグロビン濃度）

男性
１２．５ｇ／ｄｌ以上

女性
１２ｇ／ｄｌ以上

男性
１３ｇ／ｄｌ以上

女性
１２．５ｇ／ｄｌ以上

１２ｇ／ｄｌ以上
（赤血球指数が標準域
にある女性は１１．５
ｇ／ｄｌ以上）

１２ｇ／ｄｌ以上

血小板数 ― ― ― １５万／μｌ以上

※３※４

１年に採血できる
回数

男性６回以内
女性４回以内

男性３回以内
女性２回以内

血小板成分献血１回を２回分に換算して
血漿成分献血と合計で２４回以内

※３※４

１年に採血できる
総採血量

２００ｍｌ献血と４００ｍｌ献
血を合わせて男性１，２００ｍｌ
以内、女性８００ｍｌ以内

― ―

共通事項

次の者からは採血しない
①�妊娠してると認められる者、又は過去６か月以内に妊娠していたと認めら
れる者
②�採血により悪化するおそれのある循環器系疾患、血液疾患その他の疾患に
かかっていると認められる者
③有熱者その他健康状態が不良であると認められる者

※１　�採血基準は、献血にご協力いただける方の健康を保護するために、国が定めたもので、
採血の実施は、医師が問診結果等を踏まえて総合的に判断します。

※２　�６５歳から６９歳までの方は、６０歳から６４歳までに献血の経験がある方に限られ
ます。

※３　期間の計算は採血を行った日から起算します。
※４　１年は52週として換算します。

（採血の間隔）※５

今回の献血

前回の献血

全血献血 成分献血

２００ｍｌ献血 ４００ｍｌ献血 血漿成分献血 血小板成分
献血 ※６

２００ｍｌ献血 男女とも４週間後の同じ曜日から

４００ｍｌ献血 男性は１２週間後、女性は１６
週間後の同じ曜日から

男女とも８週間後の
同じ曜日から

血漿成分献血
男女とも２週間後の同じ曜日から

血小板成分献血

※５　期間の計算は献血を行った日から起算します。� � �
※６　�血漿を含まない場合には、１週間後に血小板成分献血が可能になります。ただし、４

週間に４回実施した場合には次回までに４週間以上あけてください。
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図3－4　採血基準・問診により採血できないとされた人数の推移（平成９年度～平成29年度）図3－4　採血基準・問診により採血できないとされた人数の推移（平成９年度～平成29年度）
（日本赤十字社提出資料より厚生労働省作成）（日本赤十字社提出資料より厚生労働省作成）

平成９年度

平成１０年度

平成１１年度

平成１２年度

平成１３年度

平成１４年度

平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２9年度

血液比重・ヘモグロビン濃度（血色素量）不足（男性）血液比重・ヘモグロビン濃度（血色素量）不足（男性）
問診①問診①

血液比重・ヘモグロビン濃度（血色素量）不足（女性）血液比重・ヘモグロビン濃度（血色素量）不足（女性）
問診②問診② その他その他

31,43931,439

28,94628,946

37,13937,139

36,60936,609

35,93535,935

32,62532,625

62,19962,199

32,35732,357

47,57847,578

37,91637,916

31,21931,219

（万人）200 40 60 80 100 120

39,00739,007

14,81214,812

24,89124,891

27,20827,208

23,42423,424

20,47520,475

23,34423,344

21,75221,752

20,17620,176

19,57819,578

360,470360,470129,191129,191

122,741122,741

116,365116,365

123,119123,119

128,483128,483

137,012137,012

160,609160,609

165,579165,579

171,568171,568

180,890180,890

167,616167,616

168,134168,134

168,800168,800

171,879171,879

149,241149,241

136,302136,302

128,200128,200

101,992101,992

95,72695,726

363,726363,726

388,580388,580

366,256366,256

390,074390,074

391,332391,332

353,413353,413

351,469351,469

351,082351,082

355,264355,264

348,999348,999

377,917377,917

336,197336,197

347,188347,188

350,288350,288

314,673314,673

290,523290,523

274,645274,645

249,008249,008

15,007

16,389

19,846

21,663

25,333

28,582

30,725

32,245

33,928

36,076

43,280

47,862

49,707

54,353

75,234

74,884

74,442

70,381

77,272

79,660

76,231

15,007

16,389

19,846

21,663

25,333

28,582

30,725

32,245

33,928

36,076

43,280

47,862

49,707

54,353

75,234

74,884

74,442

70,381

77,272

79,660

76,231

416,933

445,260

477,539

454,571

473,809

477,229

498,609

491,823

515,438

494,186

503,463

471,359

456,163

473,095

425,579

416,529

401,919

354,585

343,391

325,665

294,773

416,933

445,260

477,539

454,571

473,809

477,229

498,609

491,823

515,438

494,186

503,463

471,359

456,163

473,095

425,579

416,529

401,919

354,585

343,391

325,665

294,773

85,71185,711

82,44682,446 200,099200,099

206,168206,168

　このような採血前の検査・問診により、採血できない

とされた人数の推移を図3－4に示します。

　「血液比重・ヘモグロビン濃度不足」は、本採血前の

血液検査の結果、血液比重又はヘモグロビン量が採血基

準に足りないと判断された方です。

　「問診①」は、問診の際に輸血歴、HBV・HCV・HIV

の持続保有者（キャリア）、欧州での長期滞在経験など

の項目に該当することが判明したため、採血できないと

判断された方です。毎年度2万人程度で推移しています。

　「問診②」は、問診により海外渡航の直後などに該当

することが判明したため、その時点での採血はできない

ものの、期間を置いて感染症等の疑いがなければ採血で

きると判断された方です。最近は減少傾向にあり、平成

29年度は約 83,000 人で 10年前の約半分になって

います。

　「その他」は、以下の項目に該当する方です。こちら

も年々減少しており、平成29年度は約20万人でした。

１　服薬：注射又は服薬の状態が問診の基準を満たさ

ない場合

２　事前検査：血液検査（ヘモグロビン濃度以外）、

血圧等で不適の場合

３　１, ２以外：年齢、体重、採血回数、年間総採血量、

採血間隔、希望者の意思変更、血管が細い等で不適

の場合

　なお、「血液比重・ヘモグロビン濃度（血色素量）不足」

以外の項目においては、男女間に大きな差はありません。


